
     

     

     

      

 

 

 

Team Wakayama Newｓ 【第３１号①：平成28年10月9日発行】

■ 希望郷いわて国体トピックス

陸上 ・自転車・レスリング競技 優勝!!

入賞おめでとうございます!!
●カヌー競技

成年男子 カヌーワイルドウォーターカヤックシングル１５００ｍ

大戸 文吾 （和歌山県教育センター学びの丘） ５位（４点）

カヌースプリントカヤックシングル５００ｍ

宮田 悠佑 （和歌山県教育センター学びの丘） ６位（３点）

カヌースプリントカナディアンシングル５００ｍ

阪本 直也 （神島高校（教）） ４位（５点）

成年女子 カヌースプリントカヤックシングル５００ｍ

西山 史扇 （和歌山県教育庁） ５位（４点）

●陸上競技

成年男子 走幅跳 手平 裕士 （株式会社オークワ） １位（８点）

●ボクシング競技

成年男子 バンタム級 南出 仁（駒澤大学３年） ５位（２．５点）

ライトヘビー級 田尻 真也（和歌山県警察） ５位（２．５点）

●レスリング競技

成年男子 フリースタイル５７ｋｇ級 守田 泰弘 （和歌山県教育庁） ２位（７点）

フリースタイル７４ｋｇ級 奥井 眞生 （国士舘大学３年） ５位（２．５点）

少年男子 フリースタイル７４ｋｇ級 三輪 優翔 （和歌山北高校３年） １位（８点）

●自転車競技

成年男子 ポイント・レース 岡本 隼 （日本大学３年） １位（８点）

スクラッチ 森口 寛己 （日本大学３年） ７位（２点）

ケイリン 橋本 凌甫 （和歌山県教育庁） ８位（１点）

●ボウリング競技

成年男子 個人戦 和田 翔吾 （和歌山県海草振興局） ４位（５点）

少年男子 個人戦 上村 弥奨 （近畿大学附属新宮高校２年） ２位（７点）

●空手道競技

成年男子 組手（重量級） 郡市 宗太郎 （関西電力株式会社） ４位（５点）

陸上競技成年男子走幅跳で手平裕士選手、自転車競技成年男子ポイントレースで岡本隼選手、

レスリング競技少年男子フリースタイル７４ｋｇ級で三輪優翔選手が見事優勝を飾りました。そのほ

かの競技でも、レスリング競技成年男子フリースタイル５７ｋｇ級で守田泰弘選手、ボウリング競技

少年男子個人戦で上村弥奨選手が２位に入るなど多くの競技で入賞しました。頑張ろう! チーム和

歌山!!



○手平裕士（陸上競技：成年男子）

今回の岩手国体で８ｍを跳ぶ事だけを考えてきたので、追い風参考ではありますが８ｍ００ｃｍ

を跳び、優勝できたことは大きな収穫になりました。来年の世界陸上に出場できるようトレーニン

グに励みます。

○阪口博紀監督（カヌー競技：ワイルドウォーター）

日頃から精一杯練習しているので、その結果が出たと思います。また、長年の経験を活かして

今回の難コースを攻略し、昨年の和歌山国体に続き、今年も入賞してくれて嬉しいです。

○大戸文吾選手（カヌー競技：成年男子）

フィジカルコンディションは良かったが、艇やパドルの選択にギリギリまで試行錯誤しながらの

調整でした。そんなベストな状態ではなかったですが、今自分ができる精一杯のレースができ、

５位入賞できて嬉しいです。スプリントとの２種目入賞が目標なので、スプリントも頑張ります。

○谷地利和監督（カヌー競技：スプリント）

成年３選手とも実力通りに決勝進出し戦えました。ただし、各自の目標は十分に達成できてい

るとは言いがたい部分もあるので、明日からの２００ｍにおいても今日のレースで好感覚を掴ん

でいる選手についてはそれを持ち込み、そうではない選手については修正して挑んでほしいで

す。

○宮田悠佑選手（カヌー競技：成年男子）

予選、準決勝といいリズムで勝ち上がりましたが、肝心の決勝でスタートが出遅れてしまいまし

た。とても悔しく、課題の残るレースになりました。明日以降は気持ちを切り替えて２００ｍ頑張り

ます。

○阪本直也選手（カヌー競技：成年男子）

和歌山国体に引き続いての優勝ができなかったのは残念でしたが、和歌山県選手を含め次世

代の選手たちの成長を感じることのできる楽しいレースができました。明日からの２００ｍは自分

の得意種目でもあるので優勝目指して頑張ります。

○西山史扇選手（カヌー競技：成年女子）

昨年の地元国体を終えてからも絶えず練習を重ねてきましたが、目標としていた大会を終えて

気持ちと情熱が切れてしまった部分がありました。昨年から順位を３つ落とす形になってしまい

ましたが、情熱の入らない練習をした結果が今回の順位だと今は真摯に受け止めています。

○室谷正憲監督（レスリング競技：成年男子）

守田選手が決勝まで進出し２位、奥井選手は５位と選手みんなが全力を出してくれました。後

半のグレコローマンに良い勢いがついたと思います。

○守田泰弘選手（レスリング競技：成年男子）

２位という結果で納得できていない部分もありますが、和歌山県選手として最低限の仕事はで

きたかなと思います。応援いただいた皆様には本当に感謝しています。また、職場の方々にも

日々サポートいただき、その積み重ねが本大会の結果に繋がったと思っております。これからも

和歌山県のレスリング競技がさらに向上できるよう自身の強化に加え、指導も頑張ります。

○奥井眞生選手（レスリング競技：成年男子）

たくさんの人達にサポートして頂いたのに、５位という結果に終わり申し訳ないです。今回の結

果をバネに、より一層頑張ります。

○森下浩監督（レスリング競技：少年男子）

強豪選手が多い階級でしたが三輪選手は２連覇と最高の結果を出してくれました。本人の努

力もありますが、皆様のサポート・応援が大きな力になりました。

○三輪優翔選手（レスリング競技：少年男子）

今回の岩手国体では、たくさんの応援のおかげで優勝することができました。応援してくれた

方々への感謝の気持ちを忘れず、次のステップへ向かって頑張りたいと思います。
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選手・監督からのコメント

入賞おめでとうございます!!
●アーチェリー競技

成年男子 津田 勇志 （近畿大学４年）

山田 啓睦 （近畿大学３年）

平松 勇人 （長崎国際大学１年） ６位（９点）

●弓道競技

少年女子 遠的 西川 侑李 （紀央館高校２年）

生駒 佳永 （紀央館高校２年）

松林 凛 （日高高校２年） ６位（９点）

※１０月８日（土）1８:00までの入賞者



○那須皇嗣監督（アーチェリー競技：成年男子）

決勝トーナメントでは選手をもう少しコントロールできれば良かったです。順位については、入賞

したものの悔しさが残る結果となりました。来年は、選手もたくさん残っているので、まだまだ上を

目指して頑張ります。

○津田勇志選手（アーチェリー競技：成年男子）

全員が大学生のため、チームの合流が直前になったので、まとめあげる力が足りなかったです。

もう少し上に行きたかったですが、地元国体が終わった次の年に入賞でスタートできたことは良

かったです。これからも毎年入賞していけるように頑張ります。

○石本千夏監督（弓道競技：少年女子）

選手監督ともに経験の浅いチームでしたが、選手のひたむきさ、一生懸命さで運を引き寄せ、

入賞することができました。和歌山県弓道連盟の先生方はじめ、多くの皆様よりお力を頂戴いた

しましたこと、心より御礼申し上げます。

○松林凛選手（弓道競技：少年女子）

近的は悔しい結果になりましたが、遠的で６位入賞できて良かったと思います。入賞できたのは

監督、チーム、先生方、家族など多くの支えがあったからだと思います。

○生駒佳永選手（弓道競技：少年女子）

初めての国体で入賞することができてとても嬉しく思います。ご指導してくださった皆様、本当に

ありがとうございました。この経験を生かして練習に励みたいと思います。

○西川侑李選手（弓道競技：少年女子）

一生懸命練習を重ねてきたなか、このチームで入賞できたことを嬉しく思います。また、ご指導

してくださった先生方やサポートしてくださった方々にも本当に感謝しています。

○西川英樹監督（空手道競技）

昨年の和歌山国体では、総合優勝することができましたが、今年も高い目標を目指し選手とと

もに岩手国体に向け頑張ってきました。選手の日々の努力と和歌山県空手道連盟をはじめ多く

のサポートをしていただいた関係者のおかげだと思っています。来年の愛媛国体に向けさらなる

高みを目指し努力していきたいと思います。

○郡市宗太郎選手（空手道競技：成年男子）

目標にしていたベスト４に入れて素直に嬉しいです。先生方、仲間、職場の方、家族など岩手国

体に向けて私を支えていただいたすべての人に感謝しています。

○上村弥奨選手（ボウリング競技：少年男子）

皆様の応援のおかげで２年連続２位を取ることができました。ありがとうございました。

○岡本隼選手（自転車競技：成年男子）

国体では今まで勝てそうで勝てないことばかりで、優勝できて素直に嬉しいです。絶対に優勝す

るぞという気持ちではなく、自分の走りをする事を心がけました。高校生の時から支えてくださった

監督やコーチ、今まで関わってくれたすべての人に感謝しなければならないと思いました。ありが

とうございました。

○佐々木眞也選手（自転車競技：成年男子）

なんとか３位に入賞できて良かったです。風が強く分解するチームが多かった中で、和歌山県

チームの団結力の強さが出たと思います。１位との差が０．２秒ということでとても悔しい気持ちも

ありますが、このメンバーで走れたことは自分の誇りです。

○森口寛己選手（自転車競技：成年男子）

今回のスクラッチは予選では逃げの展開に持っていき走れましたが、決勝では最後の番手が

悪く後方に下がってしまい、前の集団に追いつくことができず７位になってしまいました。それでも

次に繋げられるレースになったので、来年は優勝目指して頑張ります。

○橋本凌甫選手（自転車競技：成年男子）

準決勝では積極的なレースではなく守りの消極的なレースをしてしまい、個人的には今回の大

会の中で一番悔やまれるレースをしてしまいました。その分、順位決定戦では自分から動こうと

思いましたが、結局流れに乗るようなレースになってしまい自分の悪い所ばかり出る大会になっ

てしまいました。次からは今回の反省を生かし、さらに上位にいけるよう頑張りたいと思います。
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選手・監督からのコメント


